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労
働
災
害
率
の
算
出
上
の
問
題
点

1
と
く
に
年
千
人
率
・
度
数
率
・
強
度
率
に
つ
い
て
I
l

山
石

田

実

は
　
じ
　
め
　
に

　
労
働
災
害
率
は
、
あ
る
期
間
た
と
え
ば
月
ま
た
は
年
を
単
位
と
し
て
、
事
業
所

別
あ
る
い
は
職
場
別
に
お
け
る
、
安
全
成
績
の
傾
向
、
他
と
の
比
較
、
実
施
さ
れ

た
安
全
対
策
の
評
価
、
今
後
の
目
標
等
の
検
討
の
た
め
に
、
求
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
鱈
・
．

　
そ
し
て
、
こ
の
労
働
災
害
率
と
し
て
は
、
月
万
人
率
、
年
千
人
率
（
件
数
率
）
、

度
数
率
、
強
度
率
、
損
失
率
、
危
険
率
お
よ
び
補
償
額
率
等
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

勉
．
こ
の
う
ち
、
災
害
発
生
の
割
合
等
の
比
較
の
た
め
に
一
繋
用
い
・
り
れ
・
の

は
、
年
千
人
率
（
件
数
率
）
、
　
度
数
率
お
よ
び
強
度
率
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
こ

で
は
、
労
働
災
害
率
の
う
ち
の
以
上
の
三
つ
に
限
定
し
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
年
千
人
率
、
度
数
率
お
よ
び
強
度
率
は
、
労
働
災
害
の

発
生
の
割
合
や
軽
重
等
に
つ
き
、
た
と
え
ば
他
と
比
較
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
い
か
な
る
事
業
所
等
に
お
い
て
も
全
く
同
一
の
方
法
に
よ
っ

て
算
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
そ
れ
ら
の
率
を
求

め
る
に
当
た
っ
て
、
異
な
っ
た
求
め
方
が
説
述
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
た
と
え

労
働
災
害
率
の
算
出
上
の
問
題
点

ば
、
某
社
の
年
千
人
率
と
他
社
の
年
千
人
率
と
比
較
し
よ
う
と
す
る
際
、
当
該
某

社
は
甲
の
方
法
に
よ
り
算
出
し
て
お
り
当
該
他
社
が
乙
の
方
法
に
よ
り
算
出
し
て

い
る
場
合
、
そ
の
算
定
式
の
分
子
に
と
る
数
値
が
異
な
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方

法
に
よ
り
求
め
た
数
値
を
も
と
に
し
て
比
較
す
る
こ
と
に
は
、
問
題
点
が
存
し
て

い
る
。

　
本
稿
で
は
、
労
働
災
害
率
の
う
ち
で
災
害
発
生
の
割
合
や
災
害
の
軽
重
等
の
比

較
の
た
め
に
一
般
に
用
い
ら
れ
る
年
千
人
率
・
度
数
率
お
よ
び
強
度
率
の
算
出
に

当
た
っ
て
の
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
を
、
抽
出
し
、
あ
わ
せ
て
私
見
を
述
べ
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
下
に
お
い
て
は
、
年
千
人
率
、
度
数
率
お
よ
び
強
度
率
に
分
け
て
考
察
を
加

え
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
（
1
）
大
阪
産
業
安
全
博
物
館
編
「
安
全
ス
ポ
ッ
ト
」
　
（
Z
ρ
G
。
）
他
　
参
照

　
　
（
2
）
森
五
郎
著
「
労
務
管
理
」
　
一
二
四
頁
、
　
山
口
貫
一
・
柳
内
彰
共
著
　
「
安
全

　
　
　
　
　
工
学
」
　
四
四
～
四
六
頁
他
参
照

　
　
（
3
）
森
五
郎
著
「
労
務
管
理
」
　
一
二
四
頁
参
照

二
　
　
年
　
千
　
人
　
率

七
五



　
　
　
労
働
災
害
率
の
算
出
上
の
問
題
点

　
年
千
人
率
と
は
、
千
人
の
労
働
者
が
、
一
年
間
労
働
に
従
事
し
た
な
ら
ば
、
い

か
な
る
割
合
で
災
害
が
発
生
す
る
か
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
災
害
発
生
の
頻
度
を
表
わ
す
も
の
を
、
一
般
に
年
千
人
率
と
呼
ぶ
の
で
あ
る

が
、
な
か
に
は
件
数
率
な
い
し
は
災
害
件
数
率
と
呼
ぶ
も
の
が
あ
る
。
い
か
な
る

名
称
で
呼
ば
れ
よ
う
と
も
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
一
応
（
災
害
発
生
の
頻

度
を
表
わ
す
と
い
う
意
味
に
お
い
て
）
、
同
じ
で
あ
る
と
い
い
う
る
。

　
　
　
た
と
え
ば
、
山
口
貫
一
、
柳
内
彰
の
両
氏
は
、
年
千
人
率
に
つ
い
て
、
「
「
そ
の
年
の

　
　
死
傷
者
数
を
そ
の
年
の
平
均
一
日
の
労
働
者
数
で
割
り
、
一
、
○
○
○
倍
し
た
も
の
、

　
　
つ
ま
り
、
労
働
者
千
人
当
た
り
一
力
年
間
の
死
傷
者
数
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
革
蕊
－
臨
麟
嘆
鴇
）
芯
）
・
；
。
・
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
経
営
労
務
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
編
集
委
員
会
編
「
経
営
労
務
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
で
は
、
年

　
　
千
人
率
に
つ
い
て
、
　
「
年
千
人
率
（
労
働
者
一
、
○
○
○
人
当
た
り
一
年
間
の
死
傷
者

　
　
　
（
2
）

　
　
数
）
」
と
し
て
い
る
。

　
　
　
可
知
博
和
氏
は
、
年
千
人
率
と
は
、
千
人
に
つ
い
て
一
年
間
に
何
人
災
害
に
あ
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
の
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
尾
関
守
氏
は
、
年
千
人
率
に
つ
い
て
、

　
　
「
岳
卍
〉
倒
－
品
緬
酬
錨
酬
蠣
鱗
・
§
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
年
千
人
率
は
、
労
働
者
千
人
当
た
り
一
力
年
間
の
死
傷
者
を
示
す
尺
度
で
あ
る
。
」
　
と

　
　
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
山
口
、
柳
内
、
可
知
、
尾
関
…
…
等
の
各
説
で
は
、
労
働
者
千
人
が

　
　
一
年
間
労
働
に
従
事
し
た
場
合
に
発
生
す
る
災
害
の
割
合
を
表
わ
す
の
に
、
死
傷
者
数

　
　
を
も
っ
て
し
て
い
る
。

　
　
　
田
崎
仁
、
重
田
定
正
、
前
川
峯
雄
編
「
職
場
管
理
」
で
は
、
年
千
人
率
に
つ
い
て
、

　
　
「
一
年
間
に
、
従
業
員
一
、
○
○
○
人
当
た
り
何
人
が
災
害
を
受
け
た
か
を
示
す
も
の

　
　
で
、
こ
れ
を
年
千
入
率
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
華
蕊
冨
雪
景
鱒
一
葦
・
§
・
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
大
道
明
石
は
、
「
年
千
人
率
は
、
労
働
者
一
、
○
○
○
名
に
対
す
る
一
年
間
の
死
傷

七
六

件
数
で
あ
っ
て
、

車
〉
翠
紫
鴫
筆
意
・
・
。
。
。
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
労
尊
爵
、

毎
月
労
働
者
数
の
年
間
平
均
数
を
用
い
る
。
す
な
わ
ち
一
年
間
一
二
か
月
の
労
働
者
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

を
一
二
で
除
し
た
数
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
高
文
社
編
集
部
編
「
産
業
安
全
労
働
衛
生
概
説
」
で
は
、
　
「
月
万
人
率
は
、
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

一
〇
、
○
○
○
人
を
使
用
し
て
、
一
月
に
何
人
の
死
傷
者
を
出
す
か
を
示
す
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
　
　
　
　
　
（
7
）

り
、
年
千
入
率
は
、
労
働
者
一
、
○
○
○
人
当
た
り
一
年
の
死
傷
件
数
で
あ
る
。
」
と

述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
月
万
人
率
に
つ
い
て
は
死
傷
者
と
あ
り
、
年
千
人
率
に

つ
い
て
は
死
傷
件
数
と
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
、
死
傷
者
と
死
傷
件
数
と
を
区
別
し
て

用
い
て
い
る
と
い
い
う
る
。
年
千
人
率
に
つ
い
て
は
、
死
傷
件
数
で
も
っ
て
災
害
発
生

の
割
合
を
示
し
て
い
る
。

　
上
田
武
人
監
修
「
人
事
管
理
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
で
は
、
年
千
人
率
に
つ
い
て
は
、

年
千
人
率
と
呼
称
し
な
い
で
件
数
率
と
呼
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

「
轟
優
騨
瀟
譲
誹
。
。
。
」
と
し
て
い
る
。

　
森
五
郎
氏
は
、
年
千
入
率
と
呼
ば
な
い
で
、
件
数
率
と
呼
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

「
毒
樹
－
藤
醸
躁
。
。
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
暉
峻
義
等
氏
は
、
年
千
人
率
と
呼
ば
な
い
で
、
災
害
件
数
率
と
呼
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

「
講
姦
早
薬
瓢
端
唄
二
。
。
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
岡
本
信
也
氏
は
、
年
千
入
率
と
呼
ば
な
い
で
、
件
数
率
と
呼
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

「
轟
㌣
購
習
知
鰻
・
、
・
。
。
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
野
田
信
夫
監
修
「
人
事
管
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

「
二
二
無
〉
倒
マ
獣
酬
鼠
講
轄
嘩
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
明
白
に
、

件
数
率
も
年
千
人
率
も
同
じ
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
田
崎
、
重
田
、
前
川
、
大
道
、
森
、
暉
峻
、
岡
本
…
…
等
の
各
説
で

は
、
労
働
者
千
人
が
一
年
問
労
働
に
従
事
し
た
場
合
に
発
生
す
る
災
害
を
表
わ
す
の

に
、
先
に
述
べ
た
山
口
、
柳
内
…
…
等
の
各
説
が
死
傷
者
数
を
も
っ
て
し
て
い
る
の



　
　
に
、
い
わ
ゆ
る
死
傷
件
数
（
災
害
件
数
）
を
も
っ
て
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
右
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
年
千
人
率
を
算
出
す
る
に
当
た
っ

て
は
、

分
子
に
死
傷
者
数
を
と
る
も
の

す
な
わ
ち
昧
淫
書
興
ず
・
、
・
。
。
。
と

分
子
に
死
傷
件
数
（
災
害
件
数
）
を
と
る
も
の

す
な
わ
ち
壕
講
鷺
論
評
…
。
。
。
と
が
あ
る
と
い
い
う
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
年
千
人
率
の
算
出
方
法
に
は
二
通
り
の
数
式
が
存
し
て
い
る
と

い
い
う
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
死
傷
者
数
と
い
う
場
合
に
は
、
当
該
一
年
間
に
労
働
に
よ
り
死
傷

し
た
者
の
数
を
指
す
の
で
あ
り
、
死
傷
件
数
と
い
う
場
合
に
は
、
当
該
一
年
間
に

労
働
に
よ
り
死
傷
の
発
生
し
た
災
害
の
件
数
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
解
し
う
る
。

　
そ
し
て
、
一
件
の
災
害
で
い
つ
の
場
合
で
も
死
傷
者
が
一
人
置
か
発
生
し
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
死
傷
者
数
と
死
傷
件
数
の
数
は
同
一
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
ら
の
数
式
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い

つ
の
場
合
で
も
一
回
の
災
害
で
発
生
す
る
死
傷
者
の
数
は
一
人
と
は
限
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
化
学
工
場
に
お
け
る
労
働
災
害
の
よ
う
に
、
一
回
の
災
害
で
数
名
の

死
傷
者
が
で
る
場
合
や
、
炭
抗
の
災
害
に
お
け
る
よ
う
に
、
一
回
の
災
害
で
発
生

す
る
死
傷
者
の
数
が
相
当
数
の
場
合
も
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る

と
、
死
傷
者
数
の
数
と
死
傷
件
数
の
数
と
は
必
ず
同
一
で
あ
る
と
は
い
い
得
な
い

（
た
と
え
ば
災
害
件
数
〈
死
傷
件
数
〉
が
四
で
、
死
傷
者
数
が
十
四
名
と
い
う
こ

と
も
あ
り
う
る
）
。

　
そ
れ
故
、
年
千
人
率
を
求
め
る
に
当
た
っ
て
、
分
子
に
死
傷
者
数
を
と
る
の
か

分
子
に
死
傷
件
数
（
災
害
件
数
）
を
と
る
の
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

前
者
の
よ
う
に
分
子
に
死
傷
者
数
を
と
る
場
合
は
、
そ
の
年
千
人
率
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
は
、
千
人
の
労
働
者
が
一
年
間
労
働
に
従
事
し
た
場
合
に
発
生
す
る
死
傷

労
働
災
害
率
の
算
出
上
の
問
題
点

者
数
を
表
わ
す
の
で
あ
り
、
後
者
の
よ
う
に
分
子
に
死
傷
件
数
（
災
害
件
数
）
を

と
る
場
合
は
、
そ
の
年
千
人
率
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
千
人
の
労
働
者
が
一
年

間
労
働
に
従
事
し
た
場
合
に
発
生
す
る
災
害
の
回
数
す
な
わ
ち
災
害
件
数
（
死
傷

件
数
）
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
田
崎
仁
、
重
田
定
正
、
前
川
峯
雄
の
各
氏
は
、
前
に
記
し
た
よ
う
に
、
分
子
に
年
間

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
災
害
件
数
を
と
り
な
が
ら
、
年
千
人
率
の
意
味
に
つ
い
て
、
「
一
年
間
に
、
従
業
員
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
○
○
○
入
当
た
り
何
人
が
災
害
を
受
け
た
か
を
示
す
も
の
で
、
こ
れ
を
年
千
人
率
と
い

　
　
う
3
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
賛
同
し
難
い
・
な
ぜ
な
ら
ば
・
死
傷
姦
と
死
傷
件
数

　
　
（
災
害
件
数
）
と
を
同
一
に
解
し
て
い
る
よ
う
に
推
察
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
察
し
て
く
る
場
合
、
後
者
の
よ
う
う
に
分
子
に
死
傷
件
数
（
災

害
件
数
）
を
と
る
と
す
る
年
千
人
率
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
労
働
者
千
人
が
一
年
間
労
働
に
従
事
し
た
場
合
に
発
生
す

る
死
傷
件
数
（
墨
．
件
数
）
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
年
千
人
率
渉
．
つ
よ

り
も
、
前
に
記
し
た
森
五
郎
氏
や
暉
峻
義
等
氏
や
岡
本
信
也
氏
の
よ
う
に
、
件
数

率
ま
た
は
災
害
件
数
率
と
呼
ぶ
方
が
妥
当
で
あ
る
と
思
う
。

　
以
上
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
年
千
入
曽
を
算
出
す
る
に
つ
い
て
は
、
分

子
に
死
傷
者
数
を
と
る
も
の
と
死
傷
件
数
（
災
害
件
数
）
を
と
る
も
の
と
が
存
す

る
。
そ
し
て
、
分
子
に
死
傷
者
数
を
と
る
か
分
子
に
死
傷
件
数
を
と
る
か
に
よ
っ

て
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
こ
と
も
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
の
差
違
を
十
分
に
認
識
し
た
上
で
、
当
該
労
働
災
害
率
を
算
出
す
べ
き
で
あ

る
。更
に
、
年
千
人
率
を
算
出
す
る
に
当
た
っ
て
、
分
子
に
い
ず
れ
を
と
る
を
妥
当
と

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
年
千
人
率
を
、
　
「
労
働
者
千
人
が
一
年
間
労
働
に
従
事
し

た
場
合
に
発
生
す
る
死
傷
者
数
」
と
解
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
　
「
労
働
者
千
人
が

一
年
間
労
働
に
従
事
し
た
場
合
に
発
生
す
る
災
害
の
回
数
」
と
解
す
る
か
に
よ
っ

て
、
ま
た
は
、
以
上
の
い
ず
れ
を
求
め
ん
と
す
る
か
に
よ
っ
て
、
決
す
べ
き
で
あ

る
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
点
（
死
傷
者
数
と
死
傷
件
数
す
な
わ
ち
災
害
件
数
と

七
七



労
働
災
害
率
の
算
出
上
の
問
題
点

は
、
必
ず
し
も
同
一
の
数
で
は
な
い
か
ら
、
分
子
に
死
傷
者
数
を
と
る
場
合
と
死

傷
件
数
す
な
わ
ち
災
害
件
数
を
と
る
場
合
で
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
異
な
る

点
）
を
、
十
分
に
認
識
し
た
上
で
、
当
該
災
害
率
を
求
め
る
べ
き
で
あ
り
、
両
者

の
場
合
を
混
同
す
べ
き
で
は
な
い
。

実
際
に
お
い
て
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
十
分
な
認
識
の
上
に
立
た
な
い
で
、
混
同

さ
れ
て
い
る
嫌
い
が
あ
る
と
推
察
す
る
点
に
つ
い
て
、
問
題
点
を
提
起
す
る
次
第

で
あ
る
。

　
畢
寛
、
私
は
、
分
子
に
死
傷
者
数
を
と
る
場
合
に
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
、
再
三
述
べ
た
ご
と
く
、
労
働
者
千
人
が
一
年
間
労
働
に
従
事
し
た
と
し
た
と

き
に
発
生
す
る
死
傷
者
数
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
年
千
人
率
と
呼
び
。
分

子
に
死
傷
件
数
（
災
害
件
数
）
を
と
る
場
合
に
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

再
三
述
べ
た
ご
と
く
、
労
働
者
千
人
が
一
年
間
労
働
に
従
事
し
た
と
し
た
と
き
に

何
回
災
害
が
発
生
す
る
か
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
災
害
件
数
率
ま
た
は
件

数
率
と
呼
び
分
け
て
取
り
扱
う
の
が
誤
解
を
ま
ね
か
な
く
て
よ
い
と
考
察
す
る
。

従
っ
て
、
年
千
人
率
と
件
数
率
と
は
、
異
な
っ
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
だ

と
主
張
す
る
次
第
で
あ
る
（
災
害
件
数
率
ま
た
は
件
数
率
な
る
用
語
を
使
用
し
て

い
る
各
説
に
お
い
て
は
、
本
稿
七
六
頁
に
記
し
た
よ
う
に
、
災
害
件
数
率
な
い
し

は
件
数
率
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
る
が
年
千
人
率
な
る
言
葉
に
つ
い
て
は
何
も
触

れ
て
い
な
い
か
ら
、
災
害
件
数
率
な
い
し
件
数
率
を
年
千
人
率
と
同
義
語
に
解
し

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
年
千
人
率
の
こ
と
を
災
害
件
数
率
な
い
し
は

件
数
率
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
私
見
の
い
う
よ
う
な
観
点
か
ら
で
は
な

い
）
。

（（21
））

（（43
））

山
口
貫
一
・
柳
内
彰
共
著
「
前
掲
書
」
　
四
四
、
四
五
頁

経
営
労
務
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
編
集
委
員
会
編
「
経
営
労
務
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
四

四
二
頁

可
知
博
和
著
「
安
全
運
動
」
　
五
〇
頁
参
照

野
田
信
夫
編
「
労
働
力
の
活
用
と
管
理
」
　
（
「
経
営
工
学
講
座
」
5
）
　
一
八
○

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

七
八

頁田
崎
仁
・
重
田
定
正
・
前
川
峯
雄
編
「
職
揚
管
理
」
　
三
六
一
頁

大
道
明
著
「
こ
れ
か
ら
の
安
全
管
理
実
務
」
　
一
一
七
八
頁

高
文
社
編
集
部
編
「
産
業
安
全
労
働
衛
生
概
説
」
　
一
五
頁

上
田
武
人
監
修
「
人
事
管
理
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
　
三
五
八
頁

森
五
郎
著
「
前
掲
書
」
一
二
四
頁
、
森
五
郎
編
「
労
務
管
理
論
」

同
旨
暉
峻
三
等
監
修
「
労
働
科
学
辞
典
」
　
二
二
一
頁

一
図
勘
蔵
編
「
工
業
経
営
概
論
」
　
二
六
九
頁

野
田
信
夫
監
修
「
人
事
管
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
　
三
八
頁

田
崎
仁
・
重
田
定
正
・
前
川
峯
雄
編
「
前
掲
書
」
　
三
六
一
頁

本
稿
○
○
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

三

度
　
　
数
　
　
率

一
八
四
頁

　
度
数
率
と
は
、
百
万
労
働
時
間
の
う
ち
に
い
か
な
る
割
合
で
災
害
が
発
生
す
る

か
を
表
わ
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
あ
る
一
定
期
間
た
と
え
ば
月
ま
た
は
年
を
単

位
と
し
て
）
。
　
こ
の
災
害
発
生
の
頻
度
を
表
わ
す
も
の
を
、
一
般
に
度
数
率
と
呼

ぶ
の
で
あ
る
が
、
な
か
に
は
災
害
度
数
率
な
い
し
は
死
傷
度
数
率
と
呼
ん
で
い
る

も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
い
か
な
る
名
前
で
呼
ば
れ
よ
う
と
も
そ
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
、
一
応
（
百
万
労
働
時
間
中
に
ど
れ
だ
け
の
割
合
で
災
害
が
発
生
す
る
か

と
い
う
点
に
お
い
て
は
）
、
　
同
じ
で
あ
る
と
い
い
う
る
。

　
　
　
た
と
え
ば
、
度
数
率
に
つ
い
て
、

　
　
　
尾
関
守
氏
は
、
　
「
月
万
人
率
・
年
千
人
率
で
は
一
日
の
労
働
時
間
の
あ
り
方
ま
で
も

　
　
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
工
場
に
よ
り
一
目
の
労
働
延
時
間
が

　
　
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
そ
こ
で
災
害
度
数
の
比
較
に
は
総
労
働
時
間
数
を
統
一
す
る
必
要

　
　
が
あ
る
と
の
考
え
方
よ
り
、
こ
の
比
率
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
き
た
。
す
な
わ

　
　
ち
こ
の
比
率
は
あ
る
一
定
期
間
（
た
と
え
ば
、
一
カ
月
と
か
一
年
と
か
）
の
そ
の
工

　
　
場
、
事
業
所
の
死
傷
者
数
を
、
そ
の
期
間
の
労
働
延
時
間
数
で
割
り
、
こ
れ
を
一
〇
〇



万
倍
し
た
も
の
で
あ
る
。

隷
珊
泌
黙
側
阻
葎
蹄
齢
麗
躍
騰
醐
醸
．
融
醐
購
・
§
ε
。
。

い
い
か
え
れ
ば
、
災
害
度
数
率
と
は
、
一
〇
〇
〇
、
○
○
○
労
働
時
間
中
に
ど
れ
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

の
死
傷
者
が
出
た
か
を
示
す
比
率
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
度
数
率
と
呼
ば
な
い

で
災
害
度
数
率
と
呼
ん
で
い
る
。

　
西
川
好
夫
氏
は
、
「
あ
る
集
団
に
お
け
る
、
傷
害
発
生
の
状
況
を
、
他
の
集
団
の
そ

れ
と
比
較
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
生
の
傷
害
件
数
を
持
ち
出
す
こ
と
は
無
理
が
あ
る
。

な
ん
と
な
れ
ば
、
生
傷
者
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
労
働
者
数
が
異
な
り
、
労
働
時
間
数

が
異
な
れ
ば
、
比
較
の
た
め
の
基
礎
条
件
は
ち
が
う
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
。

そ
こ
で
、
公
正
を
期
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
式
で
度
数
率
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
も

と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

湿
蝉
樹
臣
糠
醐
蕪
礫
購
・
．
1
8
§
。

こ
れ
は
、
い
わ
ば
一
〇
〇
万
時
間
あ
た
り
の
死
傷
者
数
と
い
う
わ
け
で
、
労
働
時
間
数

の
算
出
に
煩
わ
し
さ
を
と
も
な
う
が
、
一
応
合
理
的
な
も
の
と
し
て
国
際
的
に
も
広
く

　
　
　
　
　
　
（
2
）

用
い
ら
れ
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
経
営
労
務
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
編
集
委
員
会
編
「
経
営
労
務
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
で
は
、
度

数
率
と
呼
ば
な
い
で
死
傷
度
数
率
と
呼
び
、
　
「
死
傷
度
数
率
（
一
〇
〇
万
労
働
時
間
当

　
　
　
　
　
　
（
3
）

た
り
の
死
傷
者
数
）
」
と
し
て
い
る
。

　
山
口
貫
一
・
柳
内
彰
の
両
氏
は
、
　
「
そ
の
月
ま
た
は
そ
の
年
の
死
傷
者
数
を
、
そ
の

月
ま
た
は
そ
の
年
の
労
働
延
時
間
数
で
割
り
、
一
〇
〇
万
倍
し
た
も
の
、
つ
ま
り
、
一

〇
〇
万
労
働
時
間
当
た
り
死
傷
者
数
で
あ
る
。
一
〇
〇
万
人
が
一
時
間
労
働
す
る
問
に

発
生
す
る
死
傷
者
数
と
も
解
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

済
天
引
”
」
」
醐
一
爾
融
－
一
一
　
×
．
1
8
ρ
。
。
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
可
知
博
和
氏
は
、
度
数
率
と
呼
ば
な
い
で
災
害
度
数
率
と
呼
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

翼
黙
欝
麗
講
注
口
誕
。
。
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
右
に
記
し
た
尾
関
、
西
川
、
山
口
、
柳
内
、
可
知
…
…
等
の
各
説
で

は
、
百
万
労
働
時
間
中
に
発
生
す
る
災
害
の
割
合
を
表
わ
す
の
に
、
死
傷
者
数
を
も
っ

て
し
て
い
る
。

労
働
災
害
率
の
算
出
上
の
問
題
点

　
坂
本
藤
良
、
田
島
義
博
、
松
田
武
彦
、
野
田
一
夫
監
修
「
人
事
・
労
務
部
」
で
は
、

度
数
率
と
呼
ば
な
い
で
災
害
度
数
率
と
呼
び
、

壽
轟
㌣
灘
一
叢
矧
・
§
§
静
図
．
と
し
て
覧

　
大
道
明
氏
は
、
「
度
数
率
は
、
労
働
時
闊
と
労
働
日
数
を
算
出
の
根
拠
に
し
て
お

り
、
そ
の
月
ま
た
は
そ
の
年
間
に
発
生
し
た
災
害
件
数
を
実
働
延
時
間
数
で
除
し
、
こ

れ
を
一
〇
〇
万
倍
し
た
も
の
で
、

・
欝
聾
舞
納
醐
論
意
－
潤
・
§
§
・
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
・

す
な
わ
ち
、
度
数
率
と
は
一
〇
〇
万
労
働
時
間
当
た
り
の
傷
害
発
生
件
数
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
δ
○
万
人
の
聾
者
が
蒔
間
労
働
す
る
間
に
発
生
す
る
傷
害
件
警
も
い

い
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
上
田
武
人
監
修
「
人
事
管
理
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

「
轟
樹
、
忍
足
鞭
黒
黒
灘
」
と
し
て
い
る
・

　
森
五
郎
氏
は
、

陶
蝉
憐
1
1
　
欺
咄
爵
鱗
×
H
’
。
。
ρ
§

「　
　
　
　
　
牌
轡
蘇
聖
器
囲
諭
嗣
，
期

こ
れ
は
災
害
発
生
の
頻
度
を
示
す
も
の
で
、
件
数
率
で
は
労
働
時
間
の
長
短
が
入
っ
て

い
な
い
々
わ
、
国
際
饗
比
較
に
は
不
適
当
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
・
れ
は
そ
の
点

で
一
般
に
用
い
ら
れ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
田
崎
仁
．
重
田
定
正
．
前
川
峯
雄
編
「
職
場
管
理
」
で
は
、
度
数
率
に
つ
い
て
、

「
災
害
発
生
の
頻
度
を
示
し
、
職
揚
危
険
の
散
在
度
を
教
え
る
も
の
で
あ
る
。
労
働
時

間
一
、
○
○
○
、
○
○
○
時
間
の
な
か
で
、
何
件
の
災
害
が
発
生
し
た
か
を
あ
ら
わ

す
。
他
と
の
比
較
に
多
く
用
い
ら
れ
る
。

舞
㌣
勘
墾
盤
謁
厨
韻
か
撃
・
§
・
・
齢
．
と
し
て
竃

　
野
田
信
夫
監
修
「
人
事
管
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

冨
鷲
胴
芸
当
、
罪
醗
ρ
幣
」
と
し
て
い
る
。

　
暉
峻
義
等
氏
は
、
度
数
率
と
呼
ば
な
い
で
災
害
頻
数
率
と
呼
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

翼
鑑
慧
閥
漣
麟
重
三
霞
岳
潤
こ
・
§
・
し
と
述
べ
て
い
る
。

　
上
田
輝
雄
、
中
井
重
行
、
春
日
井
博
、
高
木
貴
久
の
各
氏
は
、
　
「
度
数
率
を
求
め
る

七
九



、

労
働
災
害
率
の
算
出
上
の
問
題
点

」

　
　
に
は
次
の
式
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
舞
早
噸
輪
麟
評
甜
麗
p
錦
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
岡
本
信
也
氏
は
、
度
数
率
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
颪
慧
－
噸
一
一
三
山
齪
P
賜
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
高
文
社
編
集
部
編
「
産
業
安
全
労
働
衛
生
概
説
」
で
は
、
「
そ
の
月
ま
た
は
そ
の
年

　
　
に
発
生
し
た
死
傷
件
数
を
そ
の
月
ま
た
は
そ
の
年
の
延
労
働
時
間
数
で
除
し
、
一
〇
〇

　
　
万
倍
し
て
算
出
す
る
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
　
轟
静
三
三
灘
蚕
。
§
8
と
い
う
算
式
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
」
と
し
て
い
る
。

　
　
　
J
M
ロ
ッ
チ
ェ
箸
、
山
中
宏
子
訳
「
安
全
管
理
」
で
は
、
度
数
率
と
し
な
い
で
標
準

　
　
災
害
頻
度
と
し
て
、
　
「
標
準
災
害
頻
度
は
、
延
一
〇
〇
万
労
働
時
間
当
た
り
の
災
害
数

　
　
（
損
失
時
間
）
で
、
次
の
式
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
蕪
闘
壕
恥
躍
譜
×
蹄
。
熊
。
霜
醗
」
と
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
よ
う
に
、
右
数
式
か
ら
は
百
万
労
働
時
間
当
た
り
に
発
生
す
る
傷
害
数
を
い
う
も

　
　
の
と
理
解
し
う
る
。
従
っ
て
、
災
害
数
（
損
失
時
間
）
と
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
災
害
数
1
1

　
　
損
失
時
間
と
解
し
う
る
が
、
災
害
数
と
損
失
時
間
は
同
一
で
な
い
か
ら
、
「
災
害
数
（
損

　
　
失
時
間
）
」
と
あ
る
を
、
　
「
災
害
数
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
損
失
時
間
と
す
る
た
め
に

　
　
は
、
分
子
に
損
失
時
間
を
と
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
、
百
万
労
働
時
間
当
た
り

　
　
に
発
生
す
る
災
害
に
よ
る
損
失
労
働
時
間
数
を
表
わ
す
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
道
、
森
、
暉
峻
、
上
田
、
中
井
、
春
日
井
、
高
木
、
岡
本

　
　
…
…
等
の
各
説
で
は
、
百
万
労
働
時
間
当
た
り
に
発
生
す
る
災
害
の
割
合
を
表
わ
す
の

　
　
に
、
先
に
述
べ
た
尾
関
、
西
川
、
山
口
…
…
等
の
各
説
が
死
傷
者
数
を
も
っ
て
し
て
い

　
　
る
の
に
、
い
わ
ゆ
る
死
傷
件
数
を
も
っ
て
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
右
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
度
数
率
を
算
出
す
る
に
つ
い
て

は
、分
子
に
死
傷
者
数
（
災
害
人
数
や
傷
害
数
と
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
死

傷
者
数
の
意
で
あ
る
）
を
と
る
も
の

す
な
わ
ち
、
橡
醐
職
融
醐
薄
・
§
§
。
と
、

八
○

分
子
に
死
傷
件
数
（
災
害
件
数
や
傷
害
件
数
や
休
業
件
数
等
と
す
る
も
の
が
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
死
傷
件
数
の
意
で
あ
る
）
を
と
る
も
の

す
な
わ
ち
、
壕
酬
職
禰
醐
購
二
。
。
・
。
。
。
と
が
あ
る
と
い
い
う
渇
。

　
こ
の
よ
う
に
、
度
数
率
を
算
出
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
二
通
り
の
数
式
が
存
し

て
い
る
。

　
そ
し
て
、
年
千
人
率
の
場
合
の
よ
う
に
、
前
者
の
場
合
の
度
数
率
は
、
百
万
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

三
時
間
中
に
お
い
て
発
生
す
る
死
傷
者
数
を
表
わ
し
、
後
者
の
場
合
の
度
数
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

は
、
百
万
労
働
時
間
中
に
お
い
て
発
生
す
る
災
害
の
数
す
な
わ
ち
災
害
件
数
（
死

へ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

傷
件
数
）
を
表
わ
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
年
千
人
率
の
と
こ
ろ
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
死
傷
者
数
の
数
と
死

傷
者
件
数
の
数
と
が
、
い
つ
も
同
じ
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の
両
者
の
数
が

同
じ
で
あ
る
な
ら
ば
、
分
子
を
死
傷
者
数
と
す
る
も
分
子
を
死
傷
件
数
と
す
る

も
、
そ
の
度
数
率
と
し
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
あ
る
と
い
い
う
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
死
傷
者
数
の
数
と
死
傷
件
数
の
数
と
は
同
じ
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
分
子
を
死
傷
者
数
と
す
る
の
か
、
分
子
を
死
傷
件
数
と
す
る
の
か

で
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
異
な
っ
て
く
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
度
数
率
を
算
出
す
る
に
当
た
っ
て
、
分
子
を
死
傷
者
数
と
す

る
も
の
と
分
子
を
死
傷
件
数
（
災
害
件
数
）
と
す
る
も
の
と
が
あ
る
と
こ
ろ
に
問

題
点
が
存
す
る
。

　
そ
こ
で
、
度
数
率
を
算
出
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
度
数
率
と
し
て
、
　
「
百
万
労

働
時
間
の
う
ち
に
ど
れ
だ
け
の
死
傷
者
数
が
発
生
す
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
求

め
よ
う
と
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
　
「
百
万
労
働
時
間
の
う
ち
に
何
回
災
害
が
発

生
す
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
求
め
よ
う
と
す
る
の
か
に
よ
り
、
分
子
に
死
傷
者

数
を
と
る
の
か
ま
た
は
分
子
に
死
傷
件
数
（
災
害
件
数
）
を
と
る
の
か
を
、
決
め

る
べ
き
で
あ
る
（
既
に
再
三
述
べ
た
と
こ
ろ
が
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
前
者

の
場
合
に
は
分
子
に
死
傷
者
数
を
と
り
、
後
者
の
場
合
に
は
分
子
に
死
傷
件
数

〈
災
害
件
数
〉
を
と
る
こ
と
に
な
る
）
。
　
少
な
く
と
も
、
度
数
率
を
算
出
す
る
に



当
た
っ
て
は
、
分
子
に
死
傷
者
数
と
死
傷
件
数
の
い
ず
れ
を
と
る
か
に
よ
り
、
そ

の
度
数
率
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
異
な
る
こ
と
を
十
分
に
把
握
し
た
上
で
、
算
出

す
べ
き
で
あ
る
。

　
し
か
ら
ば
、
分
子
に
死
傷
者
数
を
と
る
の
と
、
分
子
に
死
傷
件
数
を
と
る
の
と

で
は
、
い
ず
れ
を
妥
当
と
す
る
の
か
。

　
度
数
率
は
、
陣
①
ρ
コ
Φ
自
《
円
上
Φ
と
い
わ
れ
、
沖
Φ
ρ
信
①
昌
。
団
の
意
味
は
、
「
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

び
た
び
起
る
こ
と
、
頻
繁
、
頻
発
、
回
数
、
頻
度
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

陣
Φ
ρ
自
Φ
⇒
o
《
は
、
災
害
の
発
生
す
る
回
数
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
と
理
解
し
う

る
。
ま
た
、
度
数
率
の
「
度
数
」
と
い
う
語
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
「
た
び
か
ず
、

　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・

回
数
」
と
あ
る
よ
う
に
、
　
「
度
数
」
は
、
災
害
の
発
生
す
る
回
数
を
意
味
す
る
語

で
あ
る
と
理
解
し
う
る
。

　
そ
れ
故
、
度
数
率
と
は
、
　
「
百
万
労
働
時
間
中
に
発
生
す
る
死
傷
者
数
を
表
わ

す
も
の
」
と
理
解
す
る
の
で
な
く
、
　
「
百
万
労
働
時
間
中
に
発
生
す
る
災
害
の
数

を
表
わ
す
も
の
、
す
な
わ
ち
、
百
万
労
働
時
間
中
に
何
回
災
害
が
発
生
す
る
か
を

表
わ
す
も
の
」
と
理
解
す
る
の
を
妥
当
と
考
察
す
る
。

　
従
っ
て
、
分
子
に
は
、
死
傷
者
数
を
と
る
の
で
な
く
、
死
傷
件
数
（
災
害
件

数
）
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
、

す
な
わ
ち
、
陶
蝉
風
1
1
難
x
討
。
。
p
。
。
。
と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
察
す
る
次
第

で
あ
る
。（

1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

野
田
信
夫
編
「
前
掲
書
」
．
一
八
○
頁

西
川
好
夫
著
「
労
働
科
学
の
基
本
問
題
」
　
六
九
頁

経
営
労
務
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
編
集
委
員
会
編
「
前
掲
書
」

山
口
貫
一
・
柳
内
彰
共
著
「
前
掲
書
」
　
一
〇
頁

可
知
博
和
著
「
前
掲
書
」
　
五
五
頁

坂
本
藤
良
、
田
島
義
博
、
松
田
武
彦
、
野
田
一
夫
監
修
、

労
務
部
」
　
（
現
代
の
経
営
7
）
　
一
八
四
頁

大
道
明
著
「
前
掲
書
」
　
一
一
八
○
頁

労
働
災
害
率
の
算
出
上
の
問
題
点

四
〇
二
頁

N
H
K
編
「
人
事
・

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

上
田
武
人
監
修
「
前
掲
書
」
　
三
五
八
頁

森
五
郎
著
「
前
掲
書
」
　
一
二
四
頁

田
崎
仁
・
重
田
定
正
・
前
川
峯
雄
編
「
前
掲
書
」
　
三
六
一
頁

野
田
信
夫
監
修
「
前
掲
書
」
　
三
八
頁

暉
峻
義
等
監
修
「
前
掲
書
」
　
二
二
一
頁

上
田
輝
雄
、
中
井
重
行
、
春
日
井
博
、
高
木
貴
久
共
著
「
新
制
工
場
管
理
」

二
二
三
頁

桐
淵
勘
蔵
編
「
前
掲
書
」
　
二
六
九
頁

高
文
社
編
集
部
編
「
前
掲
書
」
　
一
五
、
一
六
頁

J
M
ロ
ッ
チ
ェ
著
、
山
中
宏
子
訳
「
安
全
管
理
」
　
五
三
頁

河
村
重
治
郎
編
「
新
ク
ラ
ウ
ン
英
和
辞
典
」
　
四
二
九
頁
、
他
参
照

新
村
出
編
「
広
辞
苑
」
　
一
五
五
二
頁
、
他
参
照

四

強

度

率

　
強
度
率
と
は
、
千
労
働
時
聞
当
た
り
の
死
傷
に
よ
る
損
失
日
数
を
示
す
も
の
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
災
害
の
軽
重
を
表
わ
す
も
の
を
、
一
般
に
、
強
度

率
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
が
、
な
か
に
は
災
害
強
度
率
と
呼
ん
で
い
る
も
の
も
あ
る
。

ど
の
名
前
で
呼
ば
れ
よ
う
と
も
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　
た
と
え
ば
、
強
度
率
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
田
崎
仁
・
重
田
定
正
・
前
川
峯
雄
編
「
職
場
管
理
」
で
は
、
「
度
数
率
で
は
傷
害
の

　
　
程
度
に
関
係
な
く
そ
の
頻
度
の
み
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
軽
傷
も
死
亡
も

　
　
同
じ
一
件
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
傷
害
程
度
の
軽
重
を
示
す
も
の
が
強
度
率
で
あ
る
。

　
　
労
働
時
間
一
、
○
○
○
時
間
の
な
か
に
、
そ
の
災
害
に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け
の
労
働
損
失

　
　
日
数
が
生
じ
た
か
を
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
　
鑑
鍋
凋
卍
認
藍
野
θ
詮
譜
讃
謎
．
嘱
・
§
・
」
と
し
て
い
る
。

　
　
　
坂
本
藤
良
・
田
島
義
博
・
松
田
武
彦
・
野
田
一
夫
監
修
「
人
事
・
労
務
部
」
で
は
、

　
　
強
度
率
と
し
な
い
で
、
災
害
強
度
率
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
霧
跡
嚢
（
　
髄
海
m
鱗
　

�
｣
烈
醗
踏
　
．
）
し
と
し
て
い
る
。

八
一



労
働
災
害
率
の
算
出
上
の
問
題
点

　
山
口
貫
一
・
柳
内
黒
氏
は
、
度
数
率
に
つ
い
て
、
「
そ
の
月
ま
た
は
そ
の
年
の
負
傷

に
よ
る
労
働
不
能
の
た
め
失
わ
れ
た
損
失
労
働
日
数
（
死
亡
ま
た
は
後
遺
障
害
に
よ
る

損
失
労
働
日
数
は
前
述
の
標
準
で
換
算
す
る
）
。

損
失
労
働
日
数
を
そ
の
月
ま
た
は
年
の
労
働
延
時
間
数
で
割
っ
て
一
、
○
○
○
倍
し
た

も
の
、
つ
ま
り
千
労
働
時
間
当
た
り
死
傷
に
よ
る
労
働
損
失
日
数
で
あ
る
。
千
人
が
一

時
間
労
働
す
る
間
に
発
生
す
る
死
傷
の
た
め
蒙
る
損
失
労
働
日
数
と
も
解
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

鷺
学
譜
ず
諾
情
強
m
賑
×
．
・
。
。
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
岡
本
信
也
氏
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

冨
鷺
』
諾
講
評
．
艶
、
靴
、
。
。
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
高
文
社
編
集
部
編
「
産
業
安
全
労
働
衛
生
概
説
」
で
は
、
強
度
率
に
つ
い
て
、

「
購
静
雛
×
．
・
。
。
。
と
い
う
数
式
で
あ
・
り
わ
さ
れ
る
。
強
度
率
は
、
一
、

○
○
○
労
働
時
間
の
作
業
量
に
対
す
る
平
均
労
働
損
失
日
数
で
あ
ら
わ
す
わ
け
で
あ

　
（
5
）

る
。
」
と
し
て
い
る
。

　
上
田
武
人
監
修
「
人
事
管
理
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

冨
鷲
－
描
浦
鞭
評
．
詐
、
靴
。
。
。
」
と
し
て
い
る
。

　
森
五
郎
氏
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

「
鑑
学
。
叢
謡
譜
．
虻
葎
礁
．
薦
噸
．
×
．
．
。
。
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

経
営
労
務
ハ
・
ド
ブ
。
ク
饗
委
員
会
編
「
響
霧
ハ
解
ブ
。
ク
」
で
は
、

「
強
度
率
（
一
、
○
○
○
労
働
時
間
当
た
り
の
労
働
損
失
日
数
）
」
と
し
て
い
る
。

　
野
田
信
夫
監
修
「
人
事
管
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

「
鷺
学
糠
謹
黛
弓
田
談
X
靴
．
。
。
。
」
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
右
に
記
し
た
岡
本
、
森
…
…
等
の
各
説
で
は
、
損
失
労
働
日
数
（
労

働
損
失
目
数
、
損
失
目
数
、
総
損
失
労
働
日
数
ま
た
は
総
損
失
日
数
と
呼
ん
で
い
る
も

の
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
労
働
に
よ
る
死
傷
に
よ
り
損
失
し
た
労
働
日
数
の
意
で
あ

る
。
以
下
に
お
い
て
は
、
統
一
し
て
、
損
失
労
働
日
数
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
の
算
定

に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
。

八
二

　
可
知
博
和
氏
は
、
強
度
率
と
呼
ば
な
い
で
、
災
害
強
度
率
と
呼
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

「
講
悪
寒
謹
藤
襲
．
乱
。
。
」
と
し
、
損
失
労
働
日
数
に
つ
い
て
は
、
「
・
2

般
の
約
束
に
従
．
て
損
脊
数
を
詑
い
遷
り
と
前
の
す
．
か
り
な
お
。
た
人
の
休

業
日
数
と
を
合
計
し
た
も
の
を
…
…
」
と
あ
る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
一
時
全
労
働
不
能

の
場
合
の
損
失
労
働
日
数
は
、
死
傷
に
よ
り
実
際
に
休
ん
だ
日
数
す
な
わ
ち
休
業
日
数

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
武
田
晴
爾
氏
は
、
強
度
率
を
災
害
強
度
率
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

「
隷
曝
協
渇
樹
1
1
難
蝦
×
基
。
。
」
と
し
、
損
失
労
働
日
数
に
つ
い
て
は
、
「
死
亡

お
よ
び
後
遺
障
害
災
害
に
つ
い
て
は
、
休
業
に
よ
る
損
失
日
数
は
加
算
せ
ず
、
こ
れ
等

の
災
害
以
外
の
一
定
期
間
休
業
す
る
災
害
に
郵
て
は
、
実
際
の
休
業
日
数
を
も
．
て

労
働
損
失
日
数
と
し
て
、
算
式
に
加
入
す
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
一
時
全

労
働
不
能
の
場
合
の
損
失
労
働
目
数
は
、
実
際
に
休
ん
だ
日
数
す
な
わ
ち
休
業
日
数
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
右
に
記
し
た
可
知
、
武
田
の
各
説
で
は
、
い
わ
ゆ
る
一
時
全
労
働
不

能
の
場
合
の
損
失
労
働
日
数
は
、
休
業
日
数
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
尾
関
守
氏
は
、
災
害
強
度
率
と
呼
ん
で
、

「
講
購
静
難
羅
×
．
・
。
。
。
す
な
わ
ち
、
一
、
○
○
○
労
働
時
間
当
た
り
の

死
傷
に
よ
る
損
失
を
示
す
の
で
あ
葱
と
し
・
量
的
乾
町
に
つ
い
て
は
、
「
労
働

不
能
の
程
度
を
、
　
（
イ
）
死
亡
、
（
ロ
）
永
久
全
労
働
不
能
、
（
ハ
）
永
久
一
部
労
働
不

能
、
（
二
）
一
時
全
労
働
不
能
、
に
区
分
し
て
、
（
イ
）
死
亡
お
よ
び
（
ロ
）
永
久
全
労

働
不
能
に
つ
い
て
は
、
七
、
五
〇
〇
日
、
　
（
ハ
）
永
久
一
部
労
働
不
能
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
を
四
級
よ
り
一
四
級
ま
で
に
細
分
し
、
四
級
五
、
五
〇
〇
日
、
五
級
四
、
O
O
O

日
、
六
級
三
、
○
○
○
日
、
七
級
二
、
二
〇
〇
日
、
八
級
一
、
五
〇
〇
日
、
九
級
一
、

○
○
○
日
、
　
一
〇
級
六
〇
〇
日
、
　
一
一
級
四
〇
〇
日
、
　
＝
一
級
二
〇
〇
日
、
　
一
三
級
一

〇
〇
日
、
一
四
級
五
〇
日
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
　
（
二
）
一
時
全
労
働
不
能
に
つ
い

て
は
、
暦
学
に
よ
る
休
業
日
数
に
三
六
五
分
の
三
〇
〇
を
掛
け
た
値
を
も
っ
て
損
失
日

　
　
　
　
（
1
5
）

数
と
す
る
。
」
と
の
旨
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
時
全
労
働
不
能
の
場
合
の
損
失
日
数
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
休
ん
だ



日
数
す
な
わ
ち
休
業
日
数
に
、
三
六
五
分
の
三
〇
〇
を
乗
じ
て
得
た
数
を
も
っ
て
す
る

と
し
て
い
る
。

　
大
道
明
氏
は
、
強
度
率
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

「
購
甲
雌
．
繋
艶
・
§
。
」
と
し
、
損
失
労
働
日
警
つ
い
て
は
、
労
働
不
能

の
程
度
を
、
死
亡
、
永
久
全
労
働
不
能
、
永
久
一
部
全
労
働
不
能
、
一
時
全
労
働
不
能

に
区
分
し
て
、
述
べ
て
い
る
。
一
時
全
労
働
不
能
の
揚
合
の
損
失
日
数
に
つ
い
て
は
、

「
負
傷
し
た
翌
日
か
ら
治
療
ま
た
は
軽
快
し
て
出
勤
す
る
ま
で
の
暦
日
休
業
日
数
に
三

六
五
分
の
三
〇
〇
を
乗
じ
た
も
の
を
傷
害
休
業
日
数
と
す
る
。
三
六
五
分
の
三
〇
〇
を

乗
ず
る
の
は
、
年
間
三
六
五
日
と
し
所
定
労
働
日
数
一
ケ
月
二
五
目
一
年
間
三
〇
〇
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

と
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
右
に
記
し
た
尾
関
、
大
道
の
各
説
で
は
、
一
時
全
労
働
不
能
の
場
合

の
損
失
労
働
目
数
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
休
ん
だ
目
回
す
な
わ
ち
休
業
日
数
に
、
三
六

五
分
の
三
〇
〇
を
乗
じ
て
得
た
数
を
も
っ
て
す
る
と
し
て
い
る
。

　
労
働
省
労
働
基
準
局
労
災
防
止
対
策
部
編
「
安
全
管
理
者
テ
キ
ス
ト
」
で
は
、

「
至
重
准
錨
醐
雛
醐
贈
×
、
・
。
。
。

災
害
の
程
度
を
示
す
尺
度
で
あ
る
。
な
お
、
損
失
日
数
に
は
次
に
示
す
と
こ
ろ
に
よ
っ

て
計
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
損
失
日
数
と
は
負
傷
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
日
数
の
こ
と
で
、
休
業
（
一
時
全
労
働
不
能
）
だ
け
の
場
合
は
、
休
業
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

数
掛
け
る
三
六
〇
分
の
三
〇
〇
で
計
算
す
る
。
…
…
」
と
し
て
い
る
。
死
亡
、
永
久
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

労
働
不
能
お
よ
び
永
久
一
部
労
働
不
能
の
場
合
の
損
失
労
働
丁
数
に
つ
い
て
は
、
前
に

述
べ
た
尾
関
、
大
道
の
各
説
と
同
じ
と
し
て
い
る
が
、
一
時
全
労
働
不
能
の
場
合
の
損

失
労
働
日
数
に
つ
い
て
は
、
右
に
記
し
た
よ
う
に
、
休
業
日
数
に
三
六
〇
分
の
三
〇
〇

を
乗
じ
て
得
た
数
を
も
っ
て
す
る
と
し
て
い
る
。

　
右
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
強
度
率
を
算
出
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
分
子

に
損
失
労
働
日
数
（
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
労
働
損
失
日
数
、
損
失
日
数
、
総

損
失
日
数
、
労
働
損
失
延
日
数
、
総
損
失
日
数
お
よ
び
損
失
総
労
働
口
数
と
か
呼

ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
労
働
に
よ
る
死
傷
に
よ
り
失
わ
れ

た
労
働
日
数
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
名
前
で
呼
ば
れ
よ
う
と

労
働
災
害
率
の
算
出
上
の
問
題
点

も
、
す
べ
て
同
じ
で
あ
る
）
を
と
り
、
そ
し
て
、
損
失
労
働
日
数
に
つ
い
て
は
、

一
般
に
、
労
働
不
能
（
災
害
）
の
程
度
を
、
e
死
亡
、
㊤
永
久
全
労
働
不
能
、
㊧

永
久
一
部
労
働
不
能
、
⑳
一
時
全
蛍
働
不
能
、
㊧
不
休
傷
害
に
区
分
し
て
、
θ
の

場
合
は
七
、
五
〇
〇
日
、
◎
の
場
合
は
療
養
の
た
め
に
休
ん
だ
日
数
に
関
係
な
く

七
、
五
〇
〇
日
、
㊦
の
場
合
は
障
害
の
程
度
を
四
級
か
ら
一
四
級
迄
に
細
分
し
て

そ
の
損
失
日
数
を
決
め
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
各
説
と
も
同
じ
で
あ
る

と
い
い
う
る
（
異
説
は
存
し
な
い
）
。

　
し
か
し
、
⑳
の
一
時
全
労
働
不
能
の
場
合
の
損
失
労
働
日
数
の
算
定
に
つ
い
て

は
、
異
説
が
存
し
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
損
失
労
働
日
数
に
つ
い
て
は
、
　
「
如
何
よ
う
に
算
定
す
る
の
か
何

も
触
れ
て
い
な
い
も
の
」
と
、
　
「
実
際
に
休
ん
だ
日
数
す
な
わ
ち
休
業
日
数
を
そ

の
ま
ま
損
失
労
働
日
数
と
す
る
と
い
う
も
の
」
と
、
　
「
実
際
に
休
ん
だ
日
数
す
な

わ
ち
休
業
日
数
に
三
六
五
分
の
三
〇
〇
を
乗
じ
て
得
た
数
を
損
失
労
働
日
数
と
す

る
と
い
う
も
の
」
と
、
　
「
実
際
に
休
ん
だ
日
数
す
な
わ
ち
休
業
日
数
に
三
六
年
分

の
三
〇
〇
を
乗
じ
て
得
た
数
を
損
失
労
働
日
数
と
す
る
と
い
う
も
の
」
と
の
説
が

存
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
損
失
労
働
日
数
の
算
定
に
つ
い
て
何
も
触
れ
て
い
な
い
も
の
を
除
外

し
て
考
え
る
と
、
損
失
労
働
日
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
換
言
す
れ
ば
、
次
の
三

つ
の
説
が
存
し
て
い
る
と
い
い
う
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
一
は
、
避
冷
m
賛
1
1
鼻
三
田
購

そ
の
二
は
、
滋
冷
m
鱗
一
薯
懸
田
踏
×
ω
O
O
＼
ω
①
㎝

そ
の
三
は
、
濫
冷
田
踏
1
1
算
淋
田
輝
×
ω
O
O
＼
ω
①
O

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
故
に
、
強
度
率
を
算
出
す
る
に
つ
い
て
、
分
子
の
損
失
日
数
に
、
　
「
休
業

日
数
」
を
と
る
の
か
、
「
休
業
日
数
に
三
六
五
分
の
三
〇
〇
を
乗
じ
て
得
た
日
数
」

を
と
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
　
「
休
業
日
数
に
三
六
〇
分
の
三
〇
〇
を
乗
じ
て
得
た

日
数
」
を
と
る
の
か
に
よ
り
、
当
該
強
度
率
の
数
値
は
異
な
っ
て
く
る
。

八
三



労
働
災
害
率
の
算
出
上
の
問
題
点

　
こ
こ
に
、
強
度
率
算
出
に
当
た
っ
て
の
問
題
点
が
存
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

統
一
し
た
労
働
災
害
率
を
求
め
よ
う
と
す
る
の
に
、
こ
の
よ
う
に
、
損
失
労
働
日

数
の
と
り
方
に
三
通
り
の
異
な
っ
た
も
の
の
あ
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

　
度
数
率
を
算
出
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
損
失
労
働
日
数
と
し
て
以
上
の
三
通
り

の
日
数
の
と
り
方
の
あ
る
こ
と
を
把
握
し
た
上
で
、
い
ず
れ
を
分
子
に
と
っ
て
算

出
す
る
の
か
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
損
出
労
働
日
数
と
は
、
労
働
に
よ
る
死
傷
に
よ
り
損
失
し
た
日
数

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
労
働
日
の
う
ち
で
災
害
に
よ
り
就
業
し
得
な
か
っ
た
日
数

す
な
わ
ち
労
働
日
の
う
ち
で
災
害
に
よ
り
労
働
す
る
こ
と
を
損
失
し
た
日
数
（
労

働
で
き
な
か
っ
た
日
数
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
理
解
し
う
る
。

　
従
っ
て
、
一
年
中
毎
日
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
（
少
な
く
と
も
労

働
基
準
法
第
三
五
条
で
は
、
週
休
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
）
、
　
そ
の
一
の
よ

う
に
、
実
際
に
休
ん
だ
日
数
す
な
わ
ち
休
業
日
数
を
損
出
労
働
日
数
と
す
る
こ
と

に
は
妥
当
性
を
見
出
し
得
な
い
。

　
畢
寛
、
損
出
労
働
日
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
ま
た
は
そ
の
三
の
説
を

妥
当
と
す
る
。

し
か
し
、
一
年
は
三
六
五
日
（
閏
年
を
除
き
）
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
労
働
に
従

事
す
る
日
数
は
三
〇
〇
日
と
算
定
し
う
る
の
で
（
労
働
基
準
法
第
三
五
条
で
は
週

休
制
が
規
定
さ
れ
て
お
る
こ
と
で
も
あ
り
、
一
月
の
所
定
労
働
日
数
を
二
五
日
と

し
て
一
年
間
で
計
算
す
る
と
）
、
　
損
出
労
働
日
数
を
求
め
る
に
は
、
三
六
五
分
の

三
〇
〇
を
乗
じ
て
求
め
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
察
す
る
。
そ
の
三
を
妥
当
と
す

る
。い
わ
ゆ
る
、
一
時
全
労
働
不
能
の
場
合
の
損
失
労
働
日
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、

休
業
日
数
に
三
六
五
分
の
三
〇
〇
を
乗
じ
て
算
出
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

田
崎
仁
・
重
田
定
正
・
前
川
峯
雄
編
「
前
掲
書
」

坂
本
藤
良
他
三
名
編
「
前
掲
書
」
　
一
八
四
頁

山
口
貫
一
・
柳
内
彰
共
著
「
前
掲
書
」
　
四
五
頁

三
六
一
頁

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）
（
1
1
）

（
1
2
）
（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

八
四

稠
淵
勘
蔵
編
「
前
掲
書
」
　
二
六
九
頁

高
文
社
編
集
部
編
「
前
掲
書
」
　
一
六
頁

上
田
武
人
監
修
「
前
掲
書
」
　
三
五
八
頁

森
五
郎
著
「
前
掲
書
」
　
＝
一
四
頁

経
営
労
務
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
編
集
委
員
会
編
「
前
掲
書
」
　
四
四
二
頁

野
田
信
夫
監
修
「
前
掲
書
」
　
三
八
頁

　
　
可
知
博
和
編
「
前
掲
書
」
　
五
五
頁

　
　
武
田
晴
爾
著
「
前
掲
書
」
　
三
七
頁

野
田
信
夫
編
「
前
掲
書
」
　
一
八
○
頁

「
同
書
」
　
一
八
一
頁
参
照

大
道
明
著
「
前
掲
書
」
　
＝
八
一
頁

「
同
書
」
　
一
一
八
二
頁

労
働
基
準
局
労
災
防
止
対
策
部
編
「
安
全
管
理
者
テ
キ
ス
ト
」
　
二
六
頁

「
同
書
」
　
二
六
頁
参
照

五
　
　
む
　
　
す
　
　
び

　
以
上
に
お
い
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
る
と
、

　
年
千
人
率
に
つ
い
て
は
、
そ
の
算
出
に
当
た
り
、
分
子
に
死
傷
者
数
を
と
る
と

す
る
も
の
と
分
子
に
死
傷
件
数
（
災
害
件
数
）
を
と
る
と
す
る
も
の
の
存
す
る
こ

と
が
問
題
点
で
あ
る
。

年
千
人
率
の
算
出
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
に
分
子
に
死
傷
者
数
を
と
る
も
の

と
死
傷
件
数
（
災
害
件
数
）
を
と
る
も
の
と
が
あ
る
が
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
死

傷
者
数
と
死
傷
件
数
（
災
害
件
数
）
と
は
必
ず
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

い
ず
れ
を
分
子
に
と
る
か
に
よ
り
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
故
、
そ
の

差
違
を
十
分
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
年
千
人
率
を
見
る
場
合
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

い
ず
れ
を
分
子
に
と
っ
て
算
出
し
て
い
る
の
か
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。

従
っ
て
、
そ
の
煩
わ
し
さ
な
い
し
は
混
同
を
避
け
る
た
め
、
分
子
に
死
傷
者
数
を

と
る
場
名
は
、
千
人
の
労
働
者
が
一
年
間
労
働
に
従
事
し
た
場
合
に
発
生
す
る
死



傷
者
数
を
表
わ
す
の
で
、
こ
れ
を
年
千
人
率
と
呼
び
、
分
子
に
死
傷
件
数
（
災
害

件
数
）
を
と
る
場
合
は
、
千
人
の
労
働
者
が
一
年
間
労
働
に
従
事
し
た
場
合
に
発

生
す
る
死
傷
件
数
（
災
害
件
数
）
を
表
わ
す
の
で
、
こ
れ
を
件
数
率
と
呼
ん
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ど
う
か
と
考
察
す
る
次
第
で
あ
る
（
件
数
率
と
し
て
い
る
説
に
お
い
て
は
、
年
千

人
率
の
こ
と
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
し
、
年
千
人
率
と
し
て
い
る
説
に

お
い
て
は
件
数
率
の
こ
と
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
か
ら
穴
但
し
、
野
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

信
夫
監
修
「
人
事
管
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
だ
け
で
は
、
件
数
率
〈
年
千
人
率
〉
と

し
て
い
る
ビ
、
　
各
説
と
も
、
年
千
人
率
と
件
数
率
を
同
義
語
と
し
て
用
い
て
い
る

も
の
と
考
察
し
う
る
）
。

　
度
数
率
に
つ
い
て
も
、
そ
の
算
出
に
当
た
り
、
分
子
に
死
傷
者
数
を
と
る
と
す

る
も
の
と
分
子
に
死
傷
件
数
（
災
害
件
数
）
を
と
る
と
す
る
も
の
の
存
す
る
こ
と

が
問
題
点
で
あ
る
。

度
数
率
の
算
出
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
に
分
子
に
死
傷
者
数
を
と
る
も
の
と

分
子
に
死
傷
件
数
（
災
害
件
数
）
を
と
る
も
の
と
が
あ
る
が
、
既
に
述
べ
た
よ
う

に
死
傷
者
数
を
と
る
か
死
傷
件
数
（
災
害
件
数
）
を
と
る
か
に
よ
り
、
そ
の
度
数

率
と
し
て
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
故
、
そ
の
差
違
を
十
分
に
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
度
数
率
を
見
る
場
合
に
は
、
い
つ
れ
を
分
子
に
と
っ
て
算
出

し
て
い
る
の
か
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
。

度
数
率
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
災
害
の
発
生
す
る
回
数
を
意
味
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

で
あ
る
か
ら
、
分
子
に
死
傷
件
数
（
災
害
件
数
）
を
と
る
を
妥
当
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
度
数
率
と
は
、
百
万
労
働
時
間
中
に
何
回
災
害
が
発
生
す
る
か
を
表

わ
す
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
（
右
の
件
数
率
も
災
害
頻
度
を
表
わ
す

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
度
数
率
は
、
労
働
時
間
の
長
短
を
勘
案
し
た
上
で
の
災
害

頻
度
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
件
数
率
よ
り
も
よ
り
的
確
な
労
働
災
害
率
を

表
わ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
）
。

　
強
度
率
の
算
出
に
当
た
っ
て
は
、
分
子
に
と
る
損
失
労
働
日
数
の
算
定
に
つ
い

て
問
題
点
が
存
す
る
。

労
働
災
害
率
の
算
出
上
の
問
題
点

す
な
わ
ち
、
労
働
不
能
（
災
害
）
の
程
度
を
、
死
亡
、
永
久
全
部
労
働
不
能
、
永

久
一
部
労
働
不
能
、
一
時
全
労
働
不
能
お
よ
び
不
休
傷
害
に
区
分
し
た
場
合
の
、

一
時
全
労
働
不
能
の
場
合
の
損
失
労
働
日
数
の
算
定
に
つ
い
て
、
休
業
日
数
を
損

失
蛍
働
日
数
と
す
る
も
の
、
休
業
日
数
に
三
六
五
分
の
三
〇
〇
を
乗
じ
て
得
た
数

を
損
失
労
働
日
数
と
す
る
も
の
、
休
業
日
数
に
三
六
〇
分
の
三
〇
〇
を
乗
じ
て
得

た
数
を
損
失
労
働
日
数
と
す
る
も
の
、
と
の
存
す
る
こ
と
が
問
題
点
で
あ
る
。

強
度
率
の
算
出
に
当
た
っ
て
は
、
右
の
い
ず
れ
を
損
失
労
働
日
数
と
し
て
と
る
か

に
よ
り
、
そ
の
強
度
率
の
値
が
異
な
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
を
十
分
に
把

握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
強
度
率
を
見
る
場
合
に
は
、
一
時
全
労
働
不

能
の
場
合
の
損
失
労
働
日
数
に
つ
い
て
、
右
の
い
ず
れ
に
よ
り
そ
れ
を
算
出
し
て

い
る
の
か
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
時
全
労
働
不
能
の
場
合
の
損
出
勇
働
日
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た

よ
う
に
、
休
業
日
数
に
三
⊥
ハ
五
分
の
三
〇
〇
を
乗
じ
て
得
た
数
を
も
っ
て
す
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

で
あ
る
と
考
察
す
る
。

　
畢
寛
、
少
な
く
と
も
、
労
働
災
害
率
と
し
て
、
そ
の
比
較
等
の
た
め
に
統
一
的

な
も
の
を
求
め
よ
う
と
す
る
故
に
、
年
千
人
率
、
度
数
率
お
よ
び
強
度
率
な
る
も

の
が
存
す
る
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
以
上
の
よ
う
に
、
年
千
人
率
、
度
数

率
お
よ
び
強
度
率
の
算
出
に
つ
き
、
異
な
っ
た
結
果
の
出
る
算
出
方
法
の
存
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
問
題
点
が
存
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
如
上
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
る
と
考
察
す
る
。

　
　
（
1
）
　
詳
細
に
つ
い
て
は
本
稿
○
○
頁
を
参
照
さ
れ
た
い

　
　
（
2
）
　
野
田
信
夫
監
修
「
前
掲
書
」
　
三
八
頁

　
　
（
3
）
　
詳
細
に
つ
い
て
は
本
稿
○
○
頁
を
参
照
さ
れ
た
い

　
　
（
4
）
　
詳
細
に
つ
い
て
は
本
稿
○
○
頁
を
参
照
さ
れ
た
い

八
五


